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毎月10日・25日
福岡県遠賀郡
水巻町完行

早期発見で早期治療を

関心を高めてきた婦人ガン検診

7月31日、町民会館で行なわれた婦人ガン

検診に、午前、午後の部を合わせ100名余り

のご婦人が集まりました。

この婦人ガン検診は、毎年行なわれている

もので、料金も1，200円のうち900円を町が

補助し、できるだけ多くの方に受けていただ

くために行なわれています。

婦人ガンの中でもっとも多いのが子宮ガン

ですが、このガンは他のガンにくらべて発見

が容易であるため、完全な治療ができる病気

とされています。

‘‘早期発見早期治療”、他の病気でも同じ

ですが、特にガンは発見が遅れるととりかえ

しのつかないことがあります。ガンに対する

認識を深め、積極的に検診に参加されるよう

おすすめいたします。

町の人口
（49年6月禾現在）

人　口　23，852

男11，584

女12，268

世帯数　7，051

休

業

の

お
知
ら
せ

八
月
十
四
・
十
五

日
は
、
盆
休
み
の
た

め
役
場
は
業
務
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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建
設
も
急
ピ
　
ッ
　
チ

老
人
憩
い
の
家
…
…
九
月
未
完
成
予
定

町
は
、
九
月
末
の

完
成
を
目
ざ
し
て
老

人
憩
い
の
家
の
彊

設
を
す
す
め
て
い
ま

す
。こ

の
老
人
憩
い
の

家
は
、
老
人
福
祉
の

一
環
と
し
て
建
設
さ

れ
る
も
の
で
、
町
内

に
居
住
す
る
お
年
寄

に
対
し
て
話
し
合
い

の
場
所
を
提
供
し
、

楽
し
く
だ
ん
ら
ん
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
建
て
ら

れ
ま
す
。

机
に
建
設
さ
れ
て

い
る
憩
い
の
家
は
、

延
床
面
積
五
百
四
十

一
1
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こ
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．
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．
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≡
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．
．

五
平
方
メ
ー
ト
ル
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
で
、
一
階
に
は
大
小
集
会
室
、

調
理
室
と
事
務
室
を
、
二
階
に
は
休
憩

室
と
浴
室
を
備
え
、
ま
た
全
館
に
冷
暖

房
を
完
備
し
て
い
る
た
め
快
適
な
憩
い

の
家
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
で
し

ょ
ナ
つ
。

こ
の
憩
い
の
家
の
使
用
料
は
無
料

で
、
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
お
年
寄

な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

写
真
は
、
建
設
も
急
ピ
ッ
チ
に
す
す

め
ら
れ
て
い
る
老
人
憩
い
の
家
。
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．
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ｌ
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．
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．
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．
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折
尾
署
は
、
別
図
の
と
お
り
町
内
に

お
け
る
道
路
の
交
通
規
制
を
行
な
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
町
内
各
所
で
の
駐
車
違
反

：、・・

国
の
生
活
設
計
の
た
め

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

九
月
か
ら
全
国
消
費
実
態
調
査
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民
の

「
く
ら
し
向
き
」
の
実
態
を
明
か
に
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
昭
和
三
十

四
年
か
ら
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
い

る
国
の
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
の

程
度
や
地
域
差
な
ど
を
知
り
、
さ
ら
に

は
国
全
体
の
生
活
設
計
へ
の
指
針
に
も

な
る
調
査
で
、
統
計
調
査
の
中
で
も
最

も
重
要
な
調
査
の
一
つ
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
年
の
九
月
か
ら
三

ケ
月
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

調
査
世
帯
に
は
家
計
簿
を
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
家
計
簿
を
後
で
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の
内
容
は
税

金
の
徴
収
な
ど
の
た
め
に
は
絶
対
に
使

用
で
き
な
い
よ
う
に
法
律
で
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
り

八
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
い

た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

¢

駐　車　禁　止　区　域

新た　に六つ　の道路

が
多
い
た
め
で
、
革
の

流
れ
を
悪
く
す
る
と
と

も
に
、
走
行
す
る
際
ひ

じ
ょ
う
に
危
険
な
こ
と

か
ら
今
回
の
規
制
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
ま
た

、
頃
末
の
水
巻
派
出
所

前
か
ら
頃
末
小
学
校
に

登
る
道
路
も
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
午
前
7
時
か

ら
午
前
9
時
ま
で
は
進

入
禁
止
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

夏
は
体
力
消
耗
の
最
も
激
し
い
季
節

で
す
。
体
調
を
整
え
、
ま
た
交
通
法
規

を
守
り
安
全
運
転
を
心
掛
け
る
よ
う
ご

協
力
を
お
疎
い
い
た
し
ま
す
。
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県
は
、
次
の
日
程
で
援
護
業
務
の
移

動
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
恩
給
法

場。　も　う一度ご相談を

を一部改正所時　恩　給　法
遺族等援護法

及
び
遺
族
等
援
護

法
と
、
戦
没
者
の

妾
、
父
母
等
に
対

す
る
特
別
給
付
金

関
係
の
一
部
が
改

正
さ
れ
こ
れ
ま
で

よ
り
多
く
の
方
が

該
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
行
な

わ
れ
＝
る
も
の
で

す
。こ

れ
ま
で
に
、

申
請
を
さ
れ
て
該

当
さ
れ
な
か
っ
た

方
も
、
も
う
一
度

▼
ご
相
談
下
さ
い
。

8

月

3

0

日

　

1

0

時

～

1

6

時

東
筑
高
校
聴
覚
教
室

三
、
相
談
内
容

①
旧
軍
人
軍
属
、
準
軍
属
等
で
傷
病

に
か
か
り
、
死
亡
し
た
場
合
等
の
遺
族

援
護㊥

旧
軍
人
、
軍
属
等
の
普
通
恩
給
、

普
通
援
助
料
、
一
時
息
給
一
時
援
助
料

等
③
旧
軍
人
軍
属
等
の
公
務
傷
病
恩
給

障
害
年
金
請
求
等

④
戦
傷
病
者
の
援
護
に
つ
い
て

⑤
戦
没
者
の
妻
及
び
父
母
等
に
対
す

る
特
別
給
付
金
支
給
に
つ
い
て

㊥
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
支
給
に
つ
い
て

⑦
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
に
つ
い
て

⑧
旧
軍
人
軍
属
等
の
叙
位
叙
勲
に
つ

い
て⑨

そ
の
他
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
て

今
年
　
の
優
勝
は
‥
・
‥
・

第
十
回
少
年
野
球
大
会

第
十
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会
が
、

八
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
水
巻
町
役
場

横
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
小
・
中
学
生
の
部
と
も
頃

末
チ
ー
ム
が
他
チ
ー
ム
を
寄
せ
つ
け
ず

優
勝
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
他
の
チ
ー

ム
も
力
を
十
分
つ
け
て
き
た
た
め
、
頃

末
地
区
の
達
ば
を
阻
む
熱
戦
が
展
開
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

チ
ー
ム
編
成
は
、
地
区
公
民
館
ご
と

に
組
ま
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

一

、

日

時

　

8

月

2

0

日

～

2

4

日

（

2

1

日

は
出
校
目
の
た
め
除
く
）

二
、
会
場
　
水
巻
町
役
場
横
グ
ラ
ン
ド

三
、
参
加
申
込
み
　
規
定
の
申
込
書

（
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
で
、

徽
育
委
員
会
事
務
局
に
申
込
む
こ
と

四
、
申
込
期
限
．
8
月
1
6
日

そ
の
他
、
試
合
中
に
生
じ
た
保
障
に

つ
い
て
は
責
任
を
も
ち
ま
せ
ん
。
ま
た

開
会
式
、
試
合
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

監
督
会
議
（
8
月
1
6
日
）
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

町
代
表
選
手

・
に
応
援
を

郡
民
体
育
大
会

八
月
十
八
日
、
岡
垣
中
学
校
他
六
つ

の
会
場
で
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
が
開
か

れ
ま
す
。

水
巻
町
か
ら
も
各
種
目
に
わ
た
り
、
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．
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．
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．
．
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．
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．
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．
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．
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．
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堅
戸
籍

戸
籍
の
編
成

戸
籍
は
ど
の
よ
う
な
単
位
で
作
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

ま
ず
旧
法
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
話
し
を
す

す
め
ま
し
よ
う
。

昭
和
二
十
三
年
の
改
正
前
の
戸
籍
法

で
は
「
戸
籍
ハ
、
市
町
村
ノ
区
域
内
二

本
籍
ヲ
定
メ
タ
ル
者
二
付
キ
、
戸
主
ヲ

本
ト
シ
テ
二
戸
毎
二
之
ヲ
編
成
ス
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
旧
民
法
（
昭
和

二
十
三
年
改
正
前
の
民
法
」
で
は
「
戸

主
ノ
親
族
ニ
シ
テ
、
其
ノ
家
二
在
ル
者

及
ビ
其
ノ
配
偶
者
ハ
之
ヲ
家
族
ト
ス
」

と
い
う
条
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
戸
籍
は
一
戸

め
家
ご
と
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
を
戸
主
と

言
い
、
そ
の
戸
主
を
筆
頭
に
、
そ
の
家

に
あ
る
多
く
の
家
族
が
一
つ
の
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、
戸
主
に
は
家
族
を

統
率
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。で

は
、
現
在
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
行
戸
籍
法
第

六
条
に
は
、
「
戸
籍
は
、
市
町
村
の
区

域
内
に
本
籍
を
定
め
る
一
の
夫
婦
、
及

び
こ
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
子
ご
と
に

こ
れ
を
編
成
す
る
。
た
だ
し
配
偶
者
が

な
い
者
に
つ
い
て
あ
ら
た
に
戸
籍
を
編

成
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
及
び
こ
れ
と

氏
を
同
じ
く
す
る
子
ご
と
に
こ
れ
を
編

成
す
る
。
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人

の
平
等
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
一
人

〓
戸
籍
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
戸
籍

を
あ
ま
り
細
分
化
す
る
こ
と
は
、
他
に

不
都
合
な
点
も
で
て
き
ま
す
の
で
こ
の

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
現
行
法
で
は
、
両
親
と
そ

の
子
ど
も
は
一
つ
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
の
が
原
則
で
す
が
、
男
の
子
が

後
に
結
婚
し
た
場
合
は
、
親
と
同
居
し

て
い
て
も
新
夫
婦
は
親
の
戸
籍
を
離
れ

て
、
あ
ら
た
に
一
つ
の
戸
籍
が
作
ら
れ

ま
す
。
六
条
の
「
た
だ
し
、
配
偶
者
が

な
い
者
…
…
」
と
あ
る
の
は
、
未
婚
の

者
が
養
子
を
も
ら
っ
た
（
婚
姻
で
は
な

い
）
よ
う
な
場
合
に
は
、
元
の
戸
籍
を

ｌ
－
川
け
日
用
ほ
川
汀
は
ほ
仕
は
”
ほ
川
川
は
仕
は
㍑
ほ
日
用
ほ
ほ
は
け
‥
川
‖
ほ
川
は
ほ
ほ
汀
川
叫
－

離
れ
て
養
子
と
と
も
に
親
子
と
し
て
の
一
間

新
し
い
戸
籍
を
作
り
ま
す
。
し
た
が
っ
蒜

て
親
・
子
・
孫
と
三
代
が
一
つ
の
戸
籍
一
…

に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
蒜

り
ま
せ
ん
。

戸
籍
は
、
そ
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
て
蒜

い
る
者
の
氏
名
及
び
本
籍
で
、
表
示
す
㌫

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
蒜

ら
、
死
亡
し
た
り
、
婚
姻
に
よ
っ
て
新
一
…

し
い
戸
籍
に
移
る
と
、
そ
れ
ら
の
者
は
蒜

除
籍
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
た
と
え
筆
㌫

頭
者
が
除
籍
さ
れ
て
も
、
そ
の
戸
籍
の
こ

筆
頭
者
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
㌫

㍉

一

∵

∵

。

∵

一

…

つ
づ
り
、
八
十
年
間
保
存
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
戸
籍
の
記
載

多
数
の
選
手
が
参
加
い
た
し
ま
す
の

で
、
住
民
の
方
の
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

各
競
技
種
目
別
の
会
場
は
次
の
と
お

り
で
す
。

欄
指
硝
－
ル
｝
岡
謂
謂
ド

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
岡
垣
中
学
校

体
育
館

軟
式
庭
球
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館
テ

ニ

ス

コ

ー

ト

卓
球
　
岡
垣
町
山
田
小
学
校
体
育
館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
　
遠
賀
中
学
校

体
育
館

娼
璧
岡
垣
町
書
木
小
学
校
講
堂

弓
道
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館
弓
道
場

相
撲
　
岡
垣
中
学
校
相
撲
場

軟
式
野
球
　
芦
屋
中
学
校
ゲ
ラ
ウ
ン

ド

摘
彊
離
相
思

最
近
子
ど
も
の
花
火
遊
び
か
ら
の
火

災
が
増
加
し
、
多
数
の
負
傷
者
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
の
発
生

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
　
た
く
さ
ん
の
花
火
を
ま
と
め
、
一

度
に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
，
つ
。

◎
　
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

◎
　
遊
ぶ
と
き
は
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
　
火
事
と
救
急
は
6
9
1
1
0
1
1

9
番
へ
、
早
く
・
正
確
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
，
ノ
。
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統
計
グ
ラ
フ
の
作
品
募
集

県
お
よ
び
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

母
子
保
健
相
談

一

、

日

時

　

8

月

1

6

日

　

1

0

時

～

1

2

時

二
、
場
所
　
吉
眉
団
地
公
民
館

三
、
内
容
　
育
児
指
導
、
身
長
、
体
重

測
定
、
家
族
計
画
相
談
（
薬
品
・
器

具
も
若
手
準
備
し
て
い
ま
す
。
）

8
月
の
成
人
病
検
診
は
休
講
い
た
し

ま
す
。

家
出
人
の
相
談

家
を
出
た
ま
ま
行
方
の
わ
か
ら
な
い

人
、
ま
た
は
自
殺
を
す
る
な
ど
と
い
っ

て
家
出
を
し
た
人
の
安
否
を
気
づ
か
っ

て
い
る
家
族
の
方
々
の
た
め
に
、
家
出

人
を
さ
が
す
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま

す
。
ご
遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

一

、

日

時

　

9

月

2

日

～

9

月

6

日

二
、
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁

日
　
福
岡
県
警
察
本
部
第
一
別
館
（

鑑
識
課
内
）

一
、
応
募
資
格

第
1
部
　
小
学
2
年
生
以
下
の
児
童

第
2
部
　
小
学
4
年
生
以
上
の
児
童

第
3
部
　
中
学
校
の
生
徒

第
4
部
　
高
等
学
校
以
上
の
学
生
・

生
徒第

5

部

一

般

二
、
課
題
　
各
部
と
も
自
由
。
た
だ

し
、
第
1
部
・
2
部
の
作
品
は
、
児

童
が
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
化
し

た
も
の
と
す
る
。

三
、
材
料
の
規
格
　
第
1
部
・
2
部
・

3
部
の
用
紙
規
格
は
、
7
2
・
8
×
5
1

・
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

第
4
部
・
5
部
の
用
紙
規
格
は
1

0

3

×

7

2

・

8

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

七

す
る
。
た
だ
し
、
各
部
と
も
紙
質
、

色
彩
は
自
由
。

四
、
締
切
り
　
4
9
年
9
月
3
日

五
、
送
付
先
　
小
倉
北
区
域
内
1
－
1

北
九
州
市
役
所
統
計
課
内
　
福
岡
県

統
計
協
会
北
九
州
支
部

六
、
応
募
上
の
注
意

①
応
募
作
品
の
裏
面
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
す

る
こ
と
。

㊥
各
部
と
も
統
計
表
を
添
付
す
る
こ

と
。な

お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
統
計
協
会

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

銃
　
砲
　
の

一
せ
い
検
査

警
察
署
で
は
、
9
月
に
銃
砲
な
ど
の

一
せ
い
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
銃
砲
な
ど
が
正
し
い

方
法
で
所
持
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る

も
の
で
す
。
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

検
査
の
日
時
・
場
所
は
、
警
察
署
か

ら
皆
さ
ん
に
直
接
は
が
き
で
通
知
を
い

た
し
ま
す
。
通
知
が
あ
れ
ば
、
①
所
持

し
て
い
る
銃
砲
、
㊥
銃
砲
所
持
許
可
証

を
も
っ
て
、
指
示
さ
れ
た
日
時
場
所
で

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
正

当
な
理
由
が
な
く
検
査
を
受
け
な
い
と

処
罰
さ
れ
た
り
所
持
許
可
を
取
り
消
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

病
気
や
長
期
間
の
旅
行
ま
た
は
、
銃

の
修
理
な
ど
で
指
定
さ
れ
た
日
に
検
査

を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
事
前
に
警

察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
　
銃
砲
を
持
ち
運
ぶ
と
き
の
注
意

銃
砲
等
を
検
査
の
た
め
持
ち
運
ぶ
と

き
は
、
必
ず
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
自
動
車
の
中
に
置
き
忘
れ
た

り
、
車
の
中
に
置
い
た
ま
ま
車
を
離
れ

て
盗
難
に
あ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

正
午
に
は
黙
と
う
を

全
国
戦
没
者
追
悼
式

八
月
十
五
日
に
日
本
武
道
館
で
、
政

府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

式
典
当
日
の
正
午
に
、
戦
没
者
に
対

す
る
黙
と
う
が
全
国
同
時
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
水
巻
町
で
も
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ

一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ー
お
　
礼
1

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
万
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

故故故故故故

美
浦
晴
比
古
殿

長
谷
川
　
勝
殿

前
田
ミ
ツ
ノ
殿

鶴
　
セ
キ
ノ
殿

松
田
重
右
衛
門
殿

増
山
ス
ヱ
殿

美
浦
秀
滋
殿

長
谷
川
　
清
殿

江
崎
　
徹
殿

太
田
重
雄
殿

松
田
　
忠
殿

増
山
節
男
殿

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

（電話）601・8

町内の水道修理は「管工事組合」

蛋ないます。各家庭で水道修理をし
ばならないときは、直接「管工事組合」

にお電話を－。

福

岡

県

職

員

採
　
用
　
試
　
験

一
、
受
付
期
間
　
9
月
2
日
～
9
月
2
6

日
（
9
時
～
1
7
時
、
土
曜
日
は
1
2
時

ま
で
）

二
、
試
験
の
種
類
・
区
分

中
級
　
行
政
事
務
、
学
校
事
務
、
警

察
事
事
、
保
母
、
栄
養
士

初
級
一
般
事
務
Ａ
、
一
般
事
務
Ｂ

学
校
事
務
、
警
察
事
務
、
交
通
巡
視
員

土
木
、
林
業

三
、
受
験
資
格

中
級
　
昭
和
2
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

初
級
　
昭
和
2
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

四
、
試
験
日

第
一
次
試
験
　
1
0
月
1
3
日

第
二
次
試
験
　
1
1
月
中
旬

五
、
提
出
書
類
　
申
込
書
一
過

ヨ

臣

短

つ

　

予

．

議

き

　

く

六
、
申
込
先
・
申
込
用
紙
請
求
先

福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町
2
1
5

西
銀
博
多
ビ
ル
内
　
福
岡
県
人
事
委

員
会
事
務
局
（
電
0
9
2
・
2
9
1

・
3
0
6
7
〕

初防

級衛
庁

試職
験鼻

一
、
試
験
区
分
一
般
事
務
、
技
術
（

電
気
・
機
械
・
土
木
・
建
築
〕

二
、
受
験
資
格
　
昭
和
2
6
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
3
2
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
者

三
、
試
験
日
　
1
0
月
1
0
日

四
、
試
験
地
　
福
岡
市

五
、
受
験
案
内
請
求
先
　
福
岡
市
中
央

区
大
手
門
2
－
5
－
1
5
福
岡
防
衛
施

設
局
総
務
部
総
務
課
（
電
0
9
2
・

7
0
0
1
・
6
1
3
1
）

請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

｝明恥・日曜在宅医仙～叫・仙〈皇

8月11日　中村医院　内・児科
下二　691・5820

18Ｅ】有留医院　内・児科
吉田　691・1394

25日　長谷川医院　眼　科
樋口　691・1017

9月1日　伊藤医院　皮膚科
頃末　691・0527
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